
元中野町・旭町地区
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1 【船見町内を縦断するJRの線路に沿った通学路を含め
た道路の安全を確保すること】
　船見町港北町内会

船見町としては昨年同様JR路線側の通学路に面する
部分（36号線陸橋下）の制限速度を30ｋｍにすること警
察車両の速度違反取り締まりをお願いします。

　御要望の路線につきましては、北海道公安委員会及
び苫小牧警察署からは、警察庁の「交通規制基準」に
より、現在の速度規制の基準速度の考え方は40ｋｍ/ｈ
と伺っており、現時点では新たな規制の考えは持ち合
わせていないとの回答をいただいております。
　しかしながら、地域の切実な声として苫小牧警察署へ
引き続き届けてまいります。
　また、苫小牧警察署には、パトロール・取締りの強化を
依頼し、苫小牧警察署からも一定の協力についてお話
いただいておりますので、継続的なパトロール強化を要
望してまいります。
 【令和６年３月末時点】
　令和６年２月７日に苫小牧警察署へ交通信号機及び
規制標識の設置等に関する要望書を提出いたしまし
た。

B

B

市民生活部
　市民生活課

2 【町内会館Wi－Fi設置に市の助成をお願いしたい】
　船見町港北町内会

町内会館にWi-Fiを設置したいと思いますので設備・
維持費に市の助成をお願いしています。現在船見町で
はパソコンサークルが活動しており、老人のためのスマ
ホ教室も開催したいと考えていまし。ラインの電話、通
話料は無料ですがパケット料がかかるのを知らないと
か、子供のためのタブレットの教室を開くとかですが、特
に2025年の共通テストがプログラムの問題が出ると言う
ので、子供たちに勉強が出来る環境を作りたい。

　ＩＣＴ環境の充実を求めるご要望については理解して
おりますが、町内会館の環境整備について、建物を除
くものは町内会に対応していただくことを基本としてお
り、他の町内会でも独自で設置されている事例もあり、
他の町内会とのバランスを考慮し、現状の運用によりご
対応いただきたいと考えておりますので、御理解願いま
す。

C 市民生活部
　市民生活課

令和５年度　まちかどミーティング町内会からの要望事項

令和5年10月24日（火）　元中野町総合福祉会館
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3 【路線バスの運行状況について】
　船見町港北町内会

船見町は路線バスの、運行状態が非常に悪い地区で
す。７月４日付の苫小牧民報にも載っていましたが、「キ
ラキラ公園のキッチンカーイベンドに苫小牧の他の地区
から行こうとしても車を持っていない人には、交通の便
が悪すぎて参加できない。」これは苫小牧市の中で船
見町が陸の孤島化していると言うことです。子供が学校
に行きにくい・それに加え車がなければ生活できない。
他いに１番問題なのは75歳以上の老人が110名を超え
その老人の移動の手段がなくなっていることです。バス
の便を増やすとか、タクシー代金の助成をするとか、ス
クールバスを運行するとか船見町を陸の孤島にしない
方策を考えてほしい。

　船見町沿線への路線バスとしては、24番フェリー線と
25番勇払線が運行しておりますが、近年の乗客減少
や、燃料高騰、運転手不足等により、路線バス含む公
共交通全体の大きな課題となっております。しかしなが
ら、地区の現状も高齢化が進み厳しい状況であります
ので、バス事業者に対し、運行便数などを協議していく
他、公共交通存続に向けた取組を進めてまいります。

B 総合政策部
　まちづくり推進課

4 【町内会館の保全維持だけでも市の方で負担をお願い
したい】
　船見町港北町内会

現在の船見町内会の一般会員は140名程度、しかし
実際広報が回っているところだけで約500名分ありこれ
だけの人が居住しています。
　ほとんどがアパートの住人で単身者が多くまた、家族
がいる方にも小学校・中学校が遠いため、子供が小学
校１年生になると近いところに移ってしましいます。この
世代の断裂が、町内会が老人会のような状態にしてい
ます。
　このままでは、町内会活動や町内会館の保全を維持
していくことも、ままならないと思いますので、会館の保
全維持だけでも市の方で負担していただけるようお願
いします。

  町内会館の維持管理につきましては、一定の御負担
を強いることにはなりますが、本市の総合福祉会館等整
備補助金では、小規模から大規模の改修に対応してお
ります。
　相応の負担をお願いすることは、心苦しいところでは
ありますが、この補助制度をご活用いただくようお願い
致します。

C 市民生活部
　市民生活課
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